
水害・コロナ禍を乗り越え4年ぶりの開催
わくや産業祭・食育推進大会を開催
　11月27日（日）に、涌谷公民館において、わくや産
業祭が遠田商工会涌谷事業所工業部会の主催で開催さ
れました。わくや産業祭の開催は、災害やコロナ禍の
影響によって4年ぶりの開催となりました。
　産業祭当日は、涌谷町内を中心としたさまざまな団
体・事業者の皆さんによるブースが出展。ミニパワー
ショベルやパトカー、自衛隊車両などの働くくるまの
展示をはじめ、商工会商業部会・女性部・青年部、共
生の森による縁日・飲食提供、上町生産組合・JA新み
やぎ涌谷稲作生産部会による新米おにぎり試食会、わ
くや産直センター黄金の郷の野菜販売会、e-sports体
験会などさまざまな産業が一堂に会しました。併せて
恒例となっている涌谷町と友好交流協定を締結してい
る山形県大石田町の新そば手打ち実演や女川町の旬の
さんますり身汁も出店しました。
　ステージでは、涌谷太鼓や涌谷お茶屋節踊り保
存会、オカリーナ彩音、涌谷新星レクダンス、祭・
WAKUYOSA舞桜、涌谷町総合型地域スポーツクラブ
ストリートダンスなどの団体が、コロナ禍でも積み重
ねてきた日頃の練習の成果を久しぶりに披露しました。
　涌谷公民館内では、第11回食育推進大会を併催し、
「食にありがとう」をテーマとした絵画展示や食育の
活動紹介を行ったほか、人生100年健康チェックや血
圧リセット術講座、食育クイズラリーなど健康寿命
100歳を目指す町としての参加型のブースが設けられ
ました。

涌谷町もベガルタ仙台のホームタウン
ベガルタ仙台小畑裕馬選手が訪問
　11月17日（木）に、ベガルタ仙台の小

お

畑
ばた

裕
ゆ う

馬
ま

選手
（ゴールキーパー・背番号1・登米市出身）と菅

すが

井
い

直
な お

樹
き

氏らが涌谷町役場と月将館小学校を訪問しました。
　この訪問は、ベガルタ仙台のホームタウン応援団の
取り組みの一環です。ベガルタ仙台では、Jリーグ理
事会の承認を得て、令和4年5月から仙台市以外の宮城
県内の全自治体をホームタウンとしています。
　涌谷町役場では、髙橋宏

ひろ

明
あ き

副町長をはじめとして
サッカーを愛好する職員らが出迎え、ホームタウン応
援団の取り組みについて意見交換しました。その際に
提供いただいた小畑選手のサイン入りポスターが、涌
谷町役場の玄関ホールに展示されています。
　その後に訪問した月将館小学校では、5年生・6年生
児童とミニサッカー教室やサイン会を通して交流。小
畑選手がゴールに立ち、児童がシュートを打ち込み勝
負する場面もあり、Ｊリーグで活躍するプロの技術を
目の当たりにする機会となりました。
　なお、ベガルタ仙台のチームカラー「ベガルタゴー
ルド」は、涌谷町の日本初の産金に由来するものです。
ベガルタ仙台のホームタウンの一つ涌谷町としても応
援し、来期のJ1昇格を後押ししましょう。
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涌谷月将塾主催の勉強会
箟岳山と加護坊山の成り立ち
　12月10日（土）に、涌谷公民館において、涌谷月将
塾によって勉強会が開催され、約50人が出席しました。
　かつて高校で地学の教鞭を執っていた伊藤研

けん

志
し

氏を
講師に迎え、地学の切り口で箟岳山と加護坊山の成り
立ちに迫り、なぜ涌谷町で砂金がとれたのか、なぜ加
護坊山には大貫金山ができたのかを講演いただきまし
た。
　身近な箟岳山・加護坊山をテーマとしながら、映像
や模型、標本などを用いながらの講演であったため、
参加者は興味深げに聞き入っていました。

つながりがどんどん拡大中
つながりマーケットが開催されました
　11月26日（土）27日（日）の2日間、一般社団法人
A
ア ウ ブ レ ス

uBlessの拠点と新丁頭コミュニティセンターを会場
に、今年2回目となる涌谷町内や近隣で活動するハン
ドメイド作家が一堂に会するつながりマーケットが開
催されました。
　回を重ねるごとに、口コミで出展者が増加し、幅広
い世代が来場するようになりました。
　主催する一般社団法人AuBlessでは来年以降も、春
と秋の2回の開催を予定しています。

涌谷町の新たな黄金食材の一つ
黄金レモンの収穫が始まりました
　12月10日（土）から、涌谷町花勝山の涌谷園芸ファー
ムにおいて、黄金レモンの収穫が始まりました。
　令和2年から栽培に着手し始め、昨年から本格的に
出荷を開始した黄金レモンは、栽培方法を工夫してい
ることでえぐみがなく、好評いただいています。今年
は気候にも恵まれ、1個300gに迫るものもあります。
また、当初よりも多く収穫できる見込みとなったため、
一般の販売も予定しているそうです。詳細は、手嶋さ
んにお問い合わせください。

遠藤釈雄町長コラム
　広報わくや1月号の町長コラムは、巻頭の新年のあ
いさつに代えさせていただきます。

《遠藤釈雄町長の公務（11月16日～12月15日）》
●11月17日㈭	 全国町村長大会� （東京都）
●11月18日㈮19日㈯　世界農業遺産「大崎耕土」	

	 認定5周年記念フォーラム�（大崎市）
●11月22日㈫	 主要地方道河南築館線整備促進期成	

	 同盟会・県道涌谷田尻線改修促進協	
	 議会・出来川改修促進期成同盟会要	
	 望会� （大崎市・栗原市）

●12月1日㈭	 民生・児童委員委嘱状交付式 （役場）
●12月2日㈮	 空き家対策協議会 （役場）
●12月7日㈬8日㈭　涌谷町議会定例会12月会議
	 	 � （役場）
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涌谷町の新たな冬の風物詩
城山公園のライトアップ連動企画

幻
げ ん

桜
お う

ライトアップ
黄金花咲く涌谷謎解きスタンプラリー

ー
期
間

1 2
21 14

※写真はイメージです

　令和 4 年度の冬から涌谷町の新たな冬の観光誘客施策として、城山公園を会場としたラ
イトアップイベントを実施することとしました。
　さらに、同期間中、ライトアップイベントに合わせて涌谷町内の各所を巡り、涌谷町に
ちなんだ謎解きを楽しむデジタルスタンプラリーや土曜日・日曜日のみ城山公園ライトア
ップ会場において地元食材を使った温かいメニューを提供する飲食出店を実施します。謎
解きスタンプラリーのチェックポイントとして設定する天平ろまん館やわくや天平の湯、
城山公園の他、町内の飲食店を回って景品をゲットしましょう。
　詳細は、涌谷町公式ホームページをご覧ください。

《冬に咲く桜 幻桜ライトアップイベント概要》
●期　間　1月21日（土）～2月14日（火）
　　　　　各日18時～21時（初日は点灯式を実施します）
●会　場　ライトアップ：城山公園および町立史料館（3 階からの観覧と特別御城印進呈）
　　　　　謎解きデジタルスタンプラリー：町内全域
●入場料　次年度以降のライトアップ開催などの運営費にあてるため入場料を頂きます。
　　　　　大人500円、小学生以下300円（史料館からの観覧として別途1人800円）
　　　　　（3歳未満　無料） 謎解きデジタルスタンプラリー参加料は、無料
●駐車場　涌谷中学校、JA 新みやぎ涌谷支店および涌谷営農センター駐車場、月将館小学
　　　　　校駐車場、涌谷町役場などを予定（河川敷は駐車場としません）
　　　　　城山公園内駐車場は、使用できません。土曜日・日曜日は、混雑が想定されま
　　　　　すので、近隣自治体にお住まいの皆さんは、可能な限りJRをご利用ください。
●問い合わせ先
　　　　　幻桜ライトアップ実行委員会事務局（涌谷町まちづくり推進課内）　☎43-2119
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町
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い

る
人
は
、
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
令

和
５
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状

況
に
つ
い
て
申
告
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
書
類　
前
年
度
に
申
告
し

た
人
な
ど
に
は
、
12
月
下
旬
に
申

告
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
新

た
に
申
告
す
る
場
合
は
、
役
場
税

務
課
に
申
告
用
紙
を
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
の
で
、
来
庁
い
た
だ
く

か
、
送
付
を
希
望
す
る
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
正
当
な

理
由
な
く
申
告
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
過
料
を
科
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
提
出
期
限　
１
月
31
日（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
税
務
班
☎
43
ー
２
１
１
４

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

に
つ
い
て

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
が

認
知
症
ま
た
は
６
ヵ
月
以
上
寝
た

き
り
の
た
め
日
常
生
活
に
支
障

が
あ
る
人（
介
護
認
定
を
受
け
て

い
て
も
該
当
し
な
い
場
合
あ
り
）、

所
得
税
・
住
民
税
の
障
害
者
控
除

を
受
け
ら
れ
る
障
害
者
控
除
対
象

て
も
ら
い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
発
行

時
に
設
定
し
た
暗
証
番
号
含
む
）を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
期
間　
２
月
１
日（
水
）～

３
月
15
日（
水
）（
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
除
く
）９
時
～
17
時

▼
申
告
・
納
期
限

▽
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税　
申
告
・
納
期
限
３
月
15

日（
水
）、
振
替
納
付
日
４
月
24
日

（
月
）

▽
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個

人
事
業
者
）　
申
告
・
納
期
限
３
月

31
日（
金
）、
振
替
納
付
日
４
月
27

日（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

古
川
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

☎
22
ー
１
７
１
１

固
定
資
産（
償
却
資
産
）

の
申
告
に
つ
い
て

　
法
人
や
個
人
で
工
場
や
商
店
、

農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
場
合
、

法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法
の
規

定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
、
減
価

償
却
の
対
象
と
な
る
土
地
や
家
屋

以
外
の
事
業
用
資
産（
構
築
物
・
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
）は
償
却
資

産
と
し
て
の
固
定
資
産
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
11
月
分
受
付
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税

　
全
国
の
１
７
９
人
の
皆
さ
ま�

�

３
９
８
万
５
千
円

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま�

２
万
円

▼
児
童
福
祉
の
一
助
と
し
て

　
株
式
会
社
カ
ツ
ヨ
シ
商
事
パ
チ

　
ン
コ
メ
ル
ヘ
ン
ワ
ー
ル
ド
涌
谷

　
店
さ
ま	�



お
菓
子
５
箱

▼
地
域
住
民
の
子
育
て
支
援
の

　
一
助
と
し
て

　
新
み
や
ぎ
農
業
協
同
組
合
さ
ま

　

�

母
子
手
帳
ケ
ー
ス
１
０
０
個

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
班

☎
43
ー
２
１
１
１

生
前
の
功
績
を
称
え
て

　
元
涌
谷
町
消
防
団
分
団
長
の
故

浅
野
政ま

さ

義よ
し

氏
が
、
令
和
４
年
７
月

20
日
付
け
で
死
亡
叙
勲
・
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
ー
２
１
１
６

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年

金
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
た
人
は
、
日
本
年

金
機
構
が
手
続
き
す
る
た
め
、
自

ら
加
入
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
誕
生
日
か
ら
約
２
週

間
で
加
入
の
お
知
ら
せ
と
納
付

書
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
が
届

き
ま
す（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

加
入
者
、
そ
の
扶
養
者
を
除
く
）。

令
和
４
年
度
の
保
険
料
は
ひ
と
月

１
万
６
５
９
０
円
で
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
れ
る

一
生
涯
の
保
証
で
、
加
入
中
の
病

気
や
け
が
な
ど
万
が
一
の
障
害
や

遺
族
を
保
証
し
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
と
免
除
・
納

付
猶
予
制
度

　
学
生
や
そ
れ
以
外
で
も
保
険
料

の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合

に
、学
生
納
付
特
例
制
度
や
免
除・

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保

険
料
が
未
納
の
ま
ま
だ
と
老
齢
基

礎
年
金
や
、
万
が
一
の
た
め
の
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
な
ど
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
場
所
は
年
金
事
務
所
ま
た

は
役
場
町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

古
川
年
金
事
務
所

☎
23
ー
１
２
０
０

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

古
川
税
務
署
の
お
知
ら
せ

申
告
書
作
成
会
場
を

開
設
し
ま
す

　
申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
緩
和

の
た
め
、
会
場
へ
の
入
場
に
は
整

理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券
は
、

会
場
で
当
日
配
付
し
ま
す
が
、
配

付
状
況
に
よ
っ
て
は
後
日
の
来
場

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
事
前
発
行
も
可
能
で
す
。

　
申
告
書
の
作
成
に
は
、
ご
自
身

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
用
し
て
申
告
書
を
作
成
し
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20
歳
代
限
定

み
や
マ
リ
の
登
録
料

半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
中

　

み
や
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

（
み
や
マ
リ
）は
、
宮
城
県
が
開
設

し
た
独
身
者
の
出
会
い
と
結
婚
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
拠
点
で
す
。

　
２
月
28
日
ま
で
、
20
歳
代
の
人

は
登
録
料（
２
年
間
有
効
）が
通
常

１
万
１
千
円
の
と
こ
ろ
５
５
０
０

円
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
み
や

マ
リ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。都

市
計
画
変
更
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
大
崎
市
や
加
美
町
、
美
里
町
、

涌
谷
町
の
都
市
計
画
の
基
本
的
な

方
針
を
示
す
大
崎
広
域
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

に
伴
い
、
説
明
会
と
公
聴
会
を
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
す
る
か
、
宮
城
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
説
明
会
》

▼
日
時　
１
月
11
日（
水
）19
時
～

▼
場
所　
美
里
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

▼
対
象　
ど
な
た
で
も（
事
前
申

込
不
要
）

《
公
聴
会
》

▼
日
時　
２
月
２
日（
木
）19
時
～

▼
場
所　
大
崎
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
対
象　
計
画
地
の
市
町
の
住
民

お
よ
び
利
害
関
係
者（
１
月
26
日

（
木
）ま
で
県
都
市
計
画
課
に
公
述

申
出（
当
日
消
印
有
効
））

▼
問
い
合
わ
せ
先

宮
城
県
都
市
計
画
企
画
調
査
班

☎
０
２
２
ー
２
１
１
ー
３
１
３
４

建
設
課
都
市
計
画
班

☎
43
ー
２
１
２
９

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

１
１
０
番
を

正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
や

そ
れ
を
目
撃
し
た
際
に
、
警
察
官

を
現
場
に
急
行
さ
せ
る
た
め
の
緊

急
通
報
用
電
話
で
す
。
緊
急
で
は

な
い
問
い
合
わ
せ
や
相
談
は
、
最

寄
り
の
警
察
署
や
交
番
、
駐
在
所
、

ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話
「
♯

９
１
１
０
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
警
察
署
地
域
課

☎
33
ー
２
３
２
１

年
末
年
始
は

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
が

混
雑
し
ま
す

　

県
内
各
地
の
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
で
は
、
年
末
年
始
の
開
庁
日

に
大
き
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
古
川
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

で
は
、
特
に
１
月
４
日（
水
）、
８

日（
日
）が
年
間
で
最
大
級
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
可
能
な

限
り
両
日
を
避
け
て
手
続
き
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

古
川
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

☎
22
ー
８
０
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
受
取
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
受
け
取
れ
る
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
受
付
を
し
て
か
ら
所
要

時
間
は
10
分
程
度
で
す
。

　
平
日
は
、
８
時
30
分
～
17
時
15

分
に
受
け
取
れ
ま
す
。

▼
日
時　
１
月
29
日（
日
）

　
９
時
～
12
時（
事
前
予
約
制
）

▼
場
所　
町
民
生
活
課
窓
口

▼
予
約
方
法 

電
話
に
よ
る
事
前

予
約
制（
平
日
９
時
～
17
時
）。

定
員
18
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

▼
持
参
物　
交
付
通
知
書（
ハ
ガ

キ
）、
本
人
確
認
書
類
、
個
人
番

号
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

☎
43
ー
２
１
１
３

コロナ対策お知らせ イベント相談 募集

わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
凍
結
を
防
止
す
る
水
抜
栓
》

　
水
抜
栓
の
操
作
が
不
十
分
で
は

効
果
が
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
正
し

く
水
抜
き
を
し
て
水
道
管
の
凍
結

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
操
作
方
法　
①
水
抜
栓
を
完
全

に
閉
め
る
②
蛇
口
を
開
け
て
水
を

抜
く
。
翌
朝
は
、
こ
の
逆
の
操
作

で
い
つ
も
の
よ
う
に
使
え
ま
す
。

ア
パ
ー
ト
で
は
、
他
人
の
部
屋
の

水
抜
栓
を
閉
め
な
い
よ
う
、
管
理

会
社
な
ど
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
上
水
道
班

☎
43
ー
２
１
３
１

者
認
定
書
を
随
時
発
行
し
て
い
ま

す
。

▼
申
請
場
所　
健
康
課
国
保
介
護

班▼
申
請
に
必
要
な
も
の　
介
護
保

険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
来
庁
者

の
身
分
証
、
委
任
状（
申
請
者
が

本
人
・
親
戚
以
外
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
国
保
介
護
班

☎
25
ー
７
９
７
２

消
防
団
出
初
式
を

挙
行
し
ま
す

　
月
将
館
小
学
校
か
ら
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
ま
で
部
隊
行
進
し
た
の

ち
、
出
初
式
を
挙
行
し
ま
す
。

　
７
時
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

の
で
、
実
際
の
災
害
と
間
違
え
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
１
月
15
日（
日
）

　
部
隊
行
進
は
、
９
時
20
分
か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
ー
２
１
１
６

年
末
年
始
の

水
道
当
番
業
者

水
道
管
に
冬
支
度
を
！

　
年
末
年
始
に
水
道
の
凍
結
・
漏

水
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合

は
、
次
の
水
道
業
者
に
お
問
い
合

日程 事業者名 電話番号

12月30日（金） 佐々木鉄工場 ☎42-2242

12月31日（土） （有）戸田設備工業 ☎42-2552

1月1日（日） （有）大橋総合設備 ☎43-4351

1月2日（月） （株）涌谷住宅設備センター ☎42-3972

1月3日（火） （有）黒沢工業所 ☎45-2485
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一
方
的
に
送
り
付
け
ら

れ
た
商
品（
送
り
付
け
商

法
）へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
何
度
も
し
つ
こ
く
海
産
物
購
入

の
勧
誘
電
話
が
あ
り
断
っ
て
い
た
。

最
近
は
電
話
を
と
ら
な
く
な
っ
た

が
、
昨
日
そ
の
事
業
者
か
ら
の
カ

ニ
の
不
在
通
知
が
入
っ
て
い
た
。

受
け
取
り
拒
否
を
し
て
よ
い
か
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
特
定
商
取
引
法
が
改
正
さ
れ
、

注
文
や
契
約
を
し
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
方
的
に
送
り
つ

け
ら
れ
た
商
品
は
、
直
ち
に
処
分

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
一
方
的
に
商
品
を
送
り

つ
け
ら
れ
て
も
、
お
金
を
支
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
商
品
を
開

封
、
処
分
し
て
も
支
払
い
は
不
要

で
す
。

　
困
っ
た
時
は
早
め
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

は
９
時
か
ら
15
時
ま
で
消
費
生
活

相
談
員
が
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
な
る
べ
く
電
話
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

（
資
料　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

More PickUp

More PickUp

農林業系汚染廃棄物の農林還元（すき込み）事業に
かかわる放射線量測定結果

住民税非課税世帯・家計急変世帯に5万円を給付
電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の受付がまもなく終了します

▼問い合わせ先
　農林振興課農林振興班　☎25-8511

試料名 採取場所 測定結果（Bq/kg） 検出下限値（Bq/kg）
I-131 Cs-134 Cs-137 Cs 合計 I-131 Cs-134 Cs-137

土壌
1 ND ND 21 21 9.8 14 12
2 ND ND 14 14 8.0 11 11
3 ND ND 26 26 7.8 13 11

沢水

1 ND ND ND ND 0.9 0.8 1.1
2 ND ND ND ND 1.1 1.2 1.2
3 ND ND ND ND 1.1 1.1 1.3
4 ND ND ND ND 1.0 1.2 0.8
5 ND ND ND ND 0.9 1.4 1.1

　涌谷町では、集約し一時保管している肥料や土壌改良剤などでの施用・流通などが認められる 400Bq/kg 以下の汚
染牧草について、町内の農地に還元処理（すき込み）することとし、実施しました。
　すき込み作業による周辺環境への影響の確認や安全対策、風評被害対策として、周辺水路や土壌、空間線量、収穫
物について、測定し公表しています。今回は、すき込み後に周辺水路や土壌、空間線量を測定しました。

▼測定方法　前回同様（広報わくや 9 月号掲載内容を参照ください）
【測定結果 試料採取日：令和 4 年 10 月 28 日・測定日：令和 4 年 11 月 2 日（すき込み後）】

※ ND は放射能の検出限界値以下を表します。東京電力福島第一原子力発電所事故以前における全国の農地土壌の放射性セシウム濃度の範囲は、
0.5Bq/kg ～ 140Bq/kg で、全国の平均は約 20Bq/kg（出典：農林水産省「肥料・土壌改良資材・培土の暫定許容値設定に関する Q&A」）

試料名
採取場所

・
時間

測定結果（μ Sv/h）（測定日：令和 4 年 10 月 28 日・
測定方法：環境省リアルタイムモニタリングサイト・環境省の基準値：0.23 μ Sv/h）
1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 平均

空間
線量

1・9 時 10 分 0.026 0.026 0.027 0.026 0.026 0.026
2・9 時 28 分 0.026 0.027 0.027 0.030 0.029 0.028
3・9 時 37 分 0.026 0.026 0.025 0.027 0.026 0.026

参考 役場 0.048 ～ 0.060

▼対象者
《住民税非課税世帯》
　基準日（令和4年9月30日）において、令和4年度分の
世帯全員分の住民税が非課税の世帯。対象となる可能性
がある世帯には、11月下旬に確認書を送付済みです。

《家計急変世帯》
　予期せず令和4年1月から12月までの家計が急変（収
入が減少）し、世帯員全員のそれぞれの年間収入見込額
または所得見込額が、住民税均等割非課税水準相当額以

下の世帯が対象となります。
　年間収入見込み額は、令和 4 年 1 月から 12 月まで
の任意の 1 カ月の収入を 12 倍して算出します。給付金
の受給には、申請が必要です。
　なお、住民税が課税されている人から扶養されている
人のみの世帯は、対象外です。

▼申請期限　令和5年1月31日（火）

▼給付額　1 世帯 5 万円

▼問い合わせ先　福祉課福祉班　☎ 25-7902

― 14 ―広 報 わ く や 令和５年１月1日発行



ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

相
談
で
き
る
場
所
が

あ
り
ま
す

　
ひ
き
こ
も
り
は
、
誰
に
で
も
起

こ
り
え
ま
す
。
悩
み
や
苦
し
み
を

抱
え
込
む
前
に
、
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
人
や

家
族
に
寄
り
添
い
な
が
ら
お
話
を

聞
き
ま
す
。

　

相
談
は
、
福
祉
課
包
括
支
援

班
・
涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

窓
口
・
電
話
・
訪
問
で
受
け
付
け

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
班

☎
25
ー
７
９
０
３

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
43
ー
６
６
６
１

女
性
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
長
ら
く
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

悩
み
・
不
安
を
抱
え
て
い
る
女
性

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
生
理
用
品
の
無
料
配
布

も
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
で
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
日
時　
１
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館
和
室
３

▼
対
象　
中
学
生
以
上
の
女
性

　
　
　
　
（
予
約
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

き
ら
っ
と
相
談
室（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

お
お
さ
き
地
域
創
造
研
究
会
）

☎
０
９
０
ー
６
６
８
４
ー
４
９
７
０

https://kiratto-soudan.org

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

《
自
衛
官
候
補
生
》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満

▼
受
付
締
切　
１
月
18
日（
水
）

▼
試
験
日

▽
筆
記
試
験（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
）

１
月
28
日（
土
）～
２
月
２
日（
木
）

▽
口
述
・
身
体
検
査

２
月
４
日（
土
）

《
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒（
一
般
）》

▼
応
募
資
格　
男
子
で
中
卒（
見

込
含
）17
歳
未
満
の
人

▼
受
付
締
切　
１
月
６
日（
金
）

▼
試
験
日（
い
ず
れ
か
指
定
の
１

日
）　

一
次
試
験　

１
月
14
日

（
土
）15
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
石
巻

地
域
事
務
所

☎
０
２
２
５
ー
83
ー
６
７
８
９

公
共
施
設
維
持
補
修
員

を
募
集
し
ま
す

　
簡
易
な
舗
装
の
穴
埋
め
や
除
草
、

側
溝
の
土
砂
上
げ
、
樹
木
の
枝
払

い
な
ど
の
維
持
管
理
業
務
に
従
事

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
給
料　
時
給
１
１
１
３
円

　
（
通
勤
手
当
・
期
末
手
当
あ
り
）

▼
勤
務
時
間　
９
時
～
17
時

　
　
　
　
　
　
（
休
憩
60
分
）

▼
任
用
期
間　
令
和
５
年
２
月
１

日
～
令
和
５
年
３
月
31
日

▼
勤
務
日
数　
２
月
～
３
月
は
、

週
２
日（
年
度
更
新
が
あ
っ
た
場

合
は
、
４
月
～
９
月
は
週
３
日
、

10
月
～
３
月
は
週
２
日
）

▼
募
集
人
数　
１
人

▼
申
込
方
法　
建
設
課
に
履
歴
書

を
持
参
ま
た
は
郵
送
。

▼
申
込
期
限　
１
月
20
日（
金
）

　
17
時（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
建
設
班
☎
43
ー
２
１
２
９

　

学
校
給
食
用
物
資（
食

材
）納
入
業
者
の
登
録

を
受
け
付
け
ま
す

　
令
和
５
年
度
の
学
校
給
食
用
物

資（
食
材
）納
入
業
者
の
登
録
を
受

け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間　
１
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
１
月
31
日（
火
）

▼
受
付
場
所　

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

▼
申
込
方
法　

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
配
付
ま
た
は
涌
谷
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送（
持

参
の
場
合
は
、
平
日
の
８
時
30
分

～
17
時
で
受
け
付
け
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
87
ー
３
８
６
７

大
崎
地
方
青
年
文
化
祭
を

開
催
し
ま
す

　
涌
谷
町
か
ら
は
、
祭
・
Ｗ
Ａ
Ｋ

Ｕ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
舞
桜
が
ス
テ
ー
ジ
発

表
し
ま
す
。

▼
日
時　
１
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
９
時
～
12
時

▼
場
所　
大
崎
市
田
尻
セ
ン
タ
ー

　
　
　
・
大
崎
市
沼
部
公
民
館

▼
内
容　
郷
土
芸
能
・
太
鼓
・
楽

器
演
奏
の
ス
テ
ー
ジ
、写
真・ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
展
示

▼
問
い
合
わ
せ
先

北
部
教
育
事
務
所

☎
87
ー
３
６
１
２

宮
城
県
国
際
化
協
会
主
催

や
さ
し
い
日
本
語
講
座
を

開
催
し
ま
す

　
近
年
、
職
場
や
地
域
で
外
国
人

と
接
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

外
国
語
が
で
き
な
く
て
も
、
外
国

人
に
日
本
語
で
わ
か
り
や
す
く
す

る
伝
え
る
方
法
を
学
べ
ま
す
。
高

齢
者
や
子
ど
も
と
接
す
る
時
も
役

立
つ
会
話
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
日
時　
１
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
18
時
～
19
時
30
分

▼
場
所　
涌
谷
町
役
場
大
会
議
室

▼
対
象
者　
多
文
化
共
生
に
関
心

の
あ
る
人
、
外
国
人
や
高
齢
者
や

子
ど
も
と
接
す
る
機
会
の
あ
る
人

（
日
本
人
向
け
の
研
修
で
す
）

▼
申
込
方
法　
企
画
財
政
課
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
、
連
絡
先
、

お
住
ま
い
の
行
政
区
ま
た
は
企
業

名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

１
月
20
日（
金
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
）

▼
定
員　
30
人

▼
参
加
費　
無
料

▼
持
参
物　
筆
記
用
具

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
班

☎
43
ー
２
１
１
２

フ
ァ
ク
ス
43
ー
２
６
９
３

コロナ対策お知らせ イベント相談 募集― 15 ―



涌谷町農業委員
涌谷町農地利用最適化推進委員を募集します

　農業委員は推薦・応募による市町村長の任命制となります。また、農地の
利用最適化を進めるため、農地利用最適化推進委員を農業委員会が委嘱します。

【推薦・公募内容】

【最適化推進委員の担当区域区分】

農業委員 農地利用最適化推進委員
募集人数 11人（うち1人は中立委員） 12人（担当区域毎に決定）

就任日 令和5年7月20日
（町議会の同意議決を得て就任）

第1回農業委員会総会の日
（農業委員会の委嘱により就任）

任期 令和5年7月20日～令和8年7月19日 委嘱日～令和8年7月19日
身分 地方公務員法第3条第3項第1号に規定する特別職の地方公務員（非常勤）

主な職務 ・農地の移動に関する調査、審査および決議
・農地利用の最適化に関する業務
・農家相談業務
・農業委員研修などへの参加
・農業者年金の加入推進

・農地利用の最適化に関する業務（農地利用の
集積・集約化の推進、耕作放棄地の発生防止
と解消の推進、農地中間管理事業の利用促進
など）

・農政または農地調査会、研修会などへの参加
出務日数 　月2回から3回程度（定例会・現地調査・農家

相談）が基本ですが、審議案件により現場調査
などの日数は増えます。

月2回程度（現地調査など）で現場活動が基本で
すが、委員会の求めによっては、定例会への出
席があります。

報酬月額 36,200円 23,500円

地区名 区　　　　　　域 人数
西地区1 1区、2の1区、2の2区、2の3区、3区、4区、5の1区、5の2区、6区、7区、八雲区 2
西地区2 8区、9の1区、9の2区、9の3区、10区、11区 2
東地区1 日向区、城山区、上町区、上谷地区、上郡1区、上郡2区、下郡区 2
東地区2 下小塚区、上小塚区、下町区、黄金区 2

箟岳地区1 長根区、小里区、成沢区、岸ヶ森区、脇区、太田区 2
箟岳地区2 箟岳区、吉住区、猪岡区、短台区、大谷地区 2

▼応募資格　涌谷町に住所を有する者を基本に、町外に住所を有する者も妨げない。ただし学生を除く。

▼応募方法
　「推薦」と「応募」があります。
　「推薦」の場合は、個人の推薦（3人以上の推薦者連名）と法人・団体などの推薦があります。それぞれ応募用紙に必
要事項を記入の上、農業委員会に持参または郵送してください。
　推薦および応募用紙は農業委員会にあります。町ホームページからもダウンロードできます。

▼応募期間　令和5年2月15日（水）から令和5年3月15日（水）まで

▼応 募 先　農業委員会事務局

▼選考方法
　涌谷町農業委員候補者評価等委員会の意見を受け選考し、本人に通知します。
　その後、農業委員については、涌谷町議会定例会6月会議に上程し、同意を得た上で選任されます。
　また、最適化推進委員については、農業委員会総会で委嘱されます。

農業委員および農地利用最適化推進委員の推薦・応募に関する説明会

▼日時　令和5年2月3日（金）14時～　 ▼場所　涌谷町役場西庁舎第一会議室
【農業委員・農地利用最適化推進委員の問い合わせ先】　農業委員会事務局　☎43－2120

― 16 ―広 報 わ く や 令和５年１月1日発行


